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前橋市下川淵公民館 

令和４年１０月１日 第５１４号 

〒379-2141 前橋市鶴光路町701 

電話: 027-265-0651 FAX:027-265-5160 電子メール: d410213＠city.maebashi.gunma.jp ホームページ https://www.city.maebashi.gunma.jp/ 

下川淵地区の人口と世帯数 
令和３年８月末日現在（ ）は前月比 

 人口      3,794人 （+9） 

 男         4,606人 （+12） 

 女         4814人 （+14） 

 世帯数   9,420世帯（+26） 

E-mail 

子育て親子支援事業 

親子で一緒に！ 

子育てママのためのリフレッシュエアロ＆ストレッチ 
 

運動不足や体力低下を感じている子育てママが、音楽に合わせて楽しく体を動かしてリフレッシュ

できるプログラムです。運動が苦手な方も、体がかたい方も、どなたでも気軽に参加できます。 

子育てサロンのスタッフにお子さんを見守ってもらいながら、日ごろの運動不足やストレスを解消

しましょう。小さいお子さんは抱っこやおんぶをしながら、大きいお子さんは一緒に体を動かしな

がら参加することもできます。 

泣いてもぐずっても「おたがいさま」のやさしい気持ちで、まずは一歩踏み出してみませんか？ 

 

◆日  時 10月27日(木)10:00～11:30 

◆場  所 下川淵公民館 ホール 

◆対  象 子育て中の保護者 先着10人（託児はありませんが、子育てサロンスタッフによるお子さんの    

      見守りがあります。親子で一緒に行うことも可能です） 

◆講  師 桑原 一美先生 

◆持 ち 物 動きやすい服装、飲み物、運動靴、ヨガマットやバスタオル等の敷物、 健康状 

      況確認シート（後日送付予定）、必要な方は抱っこ紐やおんぶ紐等 

◆申込方法 10月3日（月）午前9時～ 下川淵公民館まで電話・来館・右記申込フォーム等で 

     

下川淵いきいき生活講座 

マイ・タイムラインを作成しよう 
 

マイ・タイムラインは、住民ひとりひとりの防災行動計画です。 

台風の接近や記録的な大雨によって河川の水位が上昇するといった事態に備えて、 

自分自身がとる防災行動を時系列に整理し、自ら考え命を守る避難行動の一助となるものです。 

本講座では実際にマイ・タイムラインを作成します。 

 

◆日   時 10月７日（金）午前10時～11時30分 

◆場   所 下川淵公民館 ホール 

◆定   員 先着30名 

◆講   師 前橋市防災危機管理課 

◆受 講 料 無料 

◆申 込 方 法 直接来館または電話にて 

        氏名と連絡先電話番号をお伝えください。  

http://www.city.maebashi.gunma.jp/
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農林水産省関東農政局よりお知らせ 

みどりの食料システム戦略 
農林水産省では、だれ一人取り残されることなく、将来に渡って健康で安全な食をみんなが享受できるよう、

環境に優しく持続可能な生産～消費を実現する「みどりの食料システム戦略」を進めています。 

この取組は、私たち一人ひとりの協力と努力があってこそ、達成することができます。毎日当たり前に食べて

いる食事が、環境にどのように影響しているのかを知り、何を選んでどう食べるべきか、一緒に考えてみませ

んか？ 

～私たちにできること～ 

 

農林水産省 

｢みどりの食料システム戦略｣ 

農林水産省関東農政局 

消費・安全部消費生活課消費者対応班 

TEL：048-740-0359 

mail：seikatsu_kanto@maff.go.jp 
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水災害に備えましょう  
  

 下川淵公民館には、水災害に備え、

２基の緊急用土のうステーションが設

置されています。使用可能期間は、６

月から10月末まで。浸水などの被害を

最小限に抑えるために、ご活用くださ

い。 

なお、持ち出しは一人10袋までとさせ

ていただきます。  

 市立図書館下川淵分館からのお知らせ 

◇10月の特集・・・『映像化された本』 

◇10月のおすすめ絵本・・・『たべものえほん』 

◇来館時にはマスクの着用をお願いいたします。 

◇文化祭の11/12（土）・13（日）は休館ですが、冬のイベント『リサイクルブックの大量配布』を行いま

す！ 

詳細は、館報11月1日号でお知らせいたします。  

【10月の休館日】 

３（月），11（火），17（月），24（月），31（月）  

区分 書名 著者名 

                                             

一         

般   

書 

ナイーブさんを思考のクセから救う本  清水 栄司 

世界は悪ガキを求めている  妹尾 輝男 

医療戦士かく戦えり  泉 秀樹 

男女平等への長い列 赤松 良子 

100年残したい日本の会社  藤間 秋男 

ハラスメントとメンタルヘルス対策 古見 明子 

ルポ誰が国語力を殺すのか  石井 光太 

最強デコルテほぐし  石垣 英俊 

バズレシピ 史上最強の瘦せめし編  リュウジ 

テレビ番組制作会社のリアリティ  林 香里／編 

スーパーロボット&ヒーローARTWORKS  越智 一裕 

海を渡り、そしてまた海を渡った  河内 美穂 

 

児
童
書
・ 

絵
本 

食品トレーのひみつ  深草 あざみ／まんが  

あそべる!通じ合う!てづくりAIロボット  牧野 浩二 

食糧危機のサバイバル ゴムドリco.／文 

かいけつゾロリにんじゃおばけあらわる! 原 ゆたか 

キャベたまたんていおとぎ世界でじけんはっせい!? 三田村 信行 
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前橋市下川淵公民館 

地震に備えた防災訓練 
「令和４年前橋シェイクアウト」 
を開催します。 
 
  

 防災危機管理課では、地震対応型の避難訓練「令和４年前橋シェイクアウト」を11月２日（水）午前10時に
実施します。訓練の時間は約２分間です。 
シェイクアウト訓練とは、防災ラジオ、防災行政無線、まえばしＣＩＴＹエフエム（84.5MHz）から放送さ

れる訓練用の緊急地震速報の音声に合わせ、「①姿勢を低くし、②頭を守り、③動かない」の３つの安全確保
行動をとる、誰でもその場でできる訓練です。全市で行う訓練になりますので、たくさんの市民の皆さんの訓
練参加をお願いします。 
問合わせ＝防災危機管理課 ℡ 898-5935  

子どもの人権について 
  

近年、子どもを取りまく環境が著しく変化する中、子どもをめぐる問題は一層深刻化しています。特に「虐

待」は、見逃すことが許されない極めて深刻で重大な人権侵害です。しかし、子どもへの虐待件数は年々、

増加する傾向にあり、多くの尊い命が失われています。 

また、「いじめ」も大きな社会問題であり、背景には子ども達の人間関係の未熟さやストレスの増加などが

原因としてあげられます。その根底には他人に対する思いやり、いたわりといった人権尊重意識の希薄さが

あると思われます。これらの問題を解決するためには学校や家庭、地域社会で「子育て」と「子どもの人

権」への関心を高めていき、一人ひとりの人間尊重意識を醸成していくことが重要です。 

 

前橋市教育委員会「人権啓発リーフレット」より 

下川淵地区青少年健全育成会グラウンドゴルフ大会  

中止のお知らせ 
 

新型コロナウイルス感染拡大防止や地域のみなさんの安全確保のため、10月16日(日)に予定していた「下川淵

地区青少年健全育成会グラウンドゴルフ大会」は中止となりましたのでお知らせいたします。 

楽しみにしていた子どもたちもたくさんいらっしゃるとは思いますが、ご理解くださいますようよろしくお願

いいたします。 

 

下記に下川淵地区青少年健全育成会の発表を掲載いたします。 

 

◎下川淵地区青少年健全育成会の発表 

 本年、10月16日(日)に開催を予定していた「下川淵地区青少年健全育成会グラウンドゴルフ大会」について

新型コロナウイルス感染拡大防止及び、参加者や地域住民の安全を最優先とし、去る９月２日(金)の青少年健

全育成会本部役員専門部長会議において中止を決定いたしました。 

 実施に向けて協議を行いましたが、何より参加される子どもたちや関係者の健康と身の安全を最優先とし、

総合的な判断の結果、やむなく中止することといたしましたので、ご理解をいただきますようお願いいたしま

す。 

 

令和４年10月１日  下川淵地区青少年健全育成会  


